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ある都道府県立図書館職員となり、デジタルアーカイブ担当者になったと仮定する。 

その図書館の所蔵資料からデジタルアーカイブを作成するとして、以下の 1～5について述べよ。 

仮定する都道府県立図書館は、どこを選択してもよい。 

作成するデジタルアーカイブは、その図書館の実際の所蔵資料を用いたものであること。 

所蔵資料に関する情報は、その図書館の公式ホームページやオンライン目録などで調査すること。 

1. 選択した図書館の名称 

 

2. 作成したいデジタルアーカイブの名称 

 

3. そのデジタルアーカイブの具体的な内容や特徴について 

 

 

  



 

 

4. そのデジタルアーカイブの操作方法や画面構成などの工夫について 

 

5. そのデジタルアーカイブの作成に必要な費用の見積もり 

＊大雑把なものでよいので、根拠となる内訳を含めた、具体的な金額を示すこと。 

例: 「静止画像 8,000枚を作成する」とした場合。 

・事前準備費用: 400,000円 

・データ作成費用: 単価 200円 × 8,000枚 = 1,600,000円 

・合計: 2,000,000円 

 

 


